



















は じ め に
サービス・ドミナント・ロジック（Service Dominant Logic）（以下，S-Dロ
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起 点 製造企業 ユーザー
調査対象単位 個人ユーザー ユーザー・コミュニティ
需要顕在化のタイミング 開発後 開発前
インターネットの利用 必ずしも必要ではない 必 須
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今度は，Kotler, Kartajaya and Setiawan（2010）による「マーケティング3．0」
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Kotler, Kartajaya and Setiawanは，先に考察をした，プラハラードとクリシュ
ナンによる「個客価値の共創」，「グローバル資源の利用」やイノベーションの
ネットワーク，といった考え方から影響を受けている。85）そこで，次のように
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また，Pine and Gilmoreが「経験経済（experience economy）」という言葉を
用いたのは，著書レベルでは The Experience Economy : Work is Theatre & Every




ように感じられる。他にも少し時代を遡ると，1993年には Don Peppers and
Martha Rogersの The One to One Future が出版され，個別対応ヘの注目は1990
年代半ばに萌芽期を迎えていた，と考えることもできよう。89）ところが，顧客の
使用・消費空間への着目という点に関しては，One-to-Oneマーケティングより
























年の Berryの論稿である。リレーションシップ・マーケティングと One to Oneマーケティ
ングの位置関係については，河内（2006）を参照されたい。
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